
文

厳選される建設事業

元
金
償
還
額
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
元
金
償
還
額
が
減
少
に

転
じ
る
に
は
、
も
う
少
し
時
間
が

か
か
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

�
小
樽
市
の
財
政
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
財
政
課
�
�
４

１
１
１
内
線
２
３
１
〜
２
３
４
へ

ど
う
ぞ
。

事
業
費
の
推
移

　

小
樽
市
の
全
会
計
の
建
設
事
業

費
は
、
国
の
景
気
対
策
に
伴
う
公

共
事
業
な
ど
に
よ
り
、
か
つ
て
は

増
え
続
け
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、平
成
７
年
度
以
降
は
、

左
の
グ
ラ
フ
１
の
と
お
り
に
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
特
に　

年
度

１２

以
降
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
考

慮
し
、
事
業
を
厳
選
し
た
た
め
大

き
く
減
少
し
て
お
り
、　

年
度
当

１６

初
予
算
と
７
年
度
を
比
較
す
る
と
、
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全
会
計
合
わ
せ
た
額
で
約　

％
も

７０

減
っ
て
い
ま
す
。

最
近
の
建
設
事
業

　

７
年
度
以
降
に
実
施
し
た
主
な

建
設
事
業
は
右
下
の
表
１
の
と
お

り
で
す
。
ま
た
、
道
路
新
設
改
良

工
事
な
ど
、
毎
年
継
続
し
て
実
施

し
て
い
る
主
な
建
設
事
業
（
７
年

度
〜　

年
度
）
の
事
業
費
は
右
下

１５

の
表
２
の
と
お
り
で
す
。

財
源
の
内
訳

　

建
設
事
業
費
の
財
源
の
内
訳
を
、

　

年
度
か
ら　

年
度
の
期
間
に
実

１２

１５

施
し
た
『
菁
園

中
学
校
校
舎
等

増
改
築
事
業
』

（
下
の
表
）
を

例
に
見
て
み
ま

す
。

　

こ
の
事
業
で

は
、
４
カ
年
で

　

億
８
千
万
円

１７も
の
費
用
を
要

し
ま
し
た
が
、

市
債（
借
入
金
）

の
導
入
に
よ

り
、
市
税
な
ど
の
一
般
財
源
に
よ

る
建
設
時
の
負
担
は
約
１
億
３
千

万
円
と
、
総
事
業
費
の
一
割
以
下

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
市
債
の
返
済
額
は
、

利
息
を
含
め
る
と
総
額　

億
６
千

１１

万
円
と
な
り
、
今
後
、
平
成　

年
４０

度
ま
で
と
い
う
長
期
間
に
わ
た
る

返
済
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

借
入
額
と
元
金
償
還
額

　

下
の
グ
ラ
フ
２
は
、
建
設
事
業

の
主
な
財
源
で
あ
る
市
債
の
借
入

額
（　

年
度
以
降
の
臨
時
財
政
対

１３

策
債
を
除
く
）と
元
金
償
還
額（
返

済
金
）
の
推
移
で
す
。
増
加
し
た

元
金
償
還
額
は
、
依
然
、
市
の
財

政
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。　

年
度

１２

以
降
は
、
建
設
事
業
費
の
削
減
に

よ
り
、借
入
額
が
大
き
く
減
少
し
、

98.198.1

特別会計

一般会計

74.174.1

(173.5)

46.0

29.4

23.1
70.870.8

96.096.0
73.373.3

53.453.4 53.253.2
36.836.8 27.127.1 22.922.9

38.7 54.4
39.6

45.7

22.5
38.1

9.5
13.4 5.3

42.5
35.9 30.9

33.0

26.8
32.2

31.0
23.1

(155.3）(161.1)
(166.5)

(152.0)

(102.7)

(123.5)

(77.3)
(63.6)

(51.3)

平成７年度 ８年度 ９年度１０年度１１年度１２年度１３年度１４年度１５年度１６年度

借入額と元金償還額の推移（単位：億円）グラフ２

主な建設事業（７年度以降完了のもの）表１

継続実施の主な建設事業（７～１５年度）表２

２１３億２５００万円道路新設改良工事等

１４７億８４００万円港湾施設改修工事等

７１億８４００万円市営住宅建設工事等

８７億９２００万円水道施設改良工事等

１９２億８２００万円下水道施設建設改良工事等

市の負担国の負担
（国庫負担金）

菁園中学校校舎等
増改築事業財源内訳 一般財源（市税など）市債（借入金）

１５００万円－－設計費
１億１００万円７億５９００万円５億５００万円校舎増改築費
１４００万円２億５２００万円１億３４００万円屋内運動場建設費

１億３０００万円１０億１１００万円６億３９００万円計

借入額

元金償還額

126.9

113.2 112.3

119.9

102.2

85.385.3 87.0
94.1

102.7

47.1
58.0

64.7
70.8

74.7
68.468.4

60.3

78.6

57.4

平成７年度 ８年度 ９年度 １０年度 １１年度 １２年度 １３年度 １４年度 １５年度

今
回
は
市
の
歳
出（
支
出
）の
う
ち
、
道
路
改
良
工
事
や
学
校
の
建

設
な
ど
、
多
額
の
費
用
を
要
す
る「
建
設
事
業
費
」に
つ
い
て
、
そ

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ジャンプ台（望洋シャンツェ）建設事業
１３億９３００万円（６～１０年度）

中央通地区土地区画整理事業
９４億３８００万円（７～１５年度）

築港駅周辺地区土地区画整理事業
６５億６００万円（７～１３年度）

廃棄物処理施設（桃内埋立処分場）建設事業
６６億１４００万円（８～１１年度）

いなきたコミュニティセンター施設取得事業
７億３９００万円（１１年度）

赤岩保育所建設事業
３億４６００万円（１２～１３年度）

菁園中学校校舎等増改築事業
１７億８０００万円（１２～１５年度）

サッカー・ラクビー場整備事業
９億８４００万円（１３～１６年度、うち１５年度までで）

普通建設事業費の推移（単位：億円）グラフ１

企業会計

１７０４億５８７２万円

（道路・橋・企業会計分を除く）

　　 土地　…７９８億３２９０万円

　　 建物　…７７９億７８１５万円

　　 その他…１２６億４７６７万円

　
１３１９億６３６０万円

　
９３億円

※いずれも９月末現在高

　
　

右
上
の
グ
ラ
フ
で
、
収
入
額
よ

り
支
出
額
の
割
合
が
高
い
の
は
、
市

で
行
う
事
業
の
多
く
が
国
や
道
か
ら

の
補
助
や
市
債
（
借
入
金
）
に
よ
り
実

施
す
る
も
の
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
交

付
金
は
、
そ
の
事
業
が
完
了
し
て
か

ら
支
払
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
で

す
。

一時借入金一時借入金

市債（長期の借入金）市債（長期の借入金）
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本間 本  間 
ほん ま

聖 聖 丈丈
せい
   ささ

んん

じょう

※収入・支出の予算額は同額、(　）内は予算
額に対する収入率・執行率です。

一般会計・特別会計一般会計・特別会計の予算執行状の予算執行状況況

市民の健康づくりに貢市民の健康づくりに貢献献

平成１６年度の小樽市功労者として、各部門平成１６年度の小樽市功労者として、各部門
１名、計３名の受賞が決定いたしました。１名、計３名の受賞が決定いたしました。

�

内
訳{

平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成１１１１１１１１１１１１１１１１６６６６６６６６６６６６６６６６年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度平成１６年度 小小小小小小小小小小小小小小小小樽樽樽樽樽樽樽樽樽樽樽樽樽樽樽樽市市市市市市市市市市市市市市市市功功功功功功功功功功功功功功功功労労労労労労労労労労労労労労労労者者者者者者者者者者者者者者者者表表表表表表表表表表表表表表表表彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰小樽市功労者表彰
＜産業経済部門＞＜社会民生部門＞＜教育文化部門＞

（８２歳・富岡（８２歳・富岡２２--１１００--２２１１））

企業会計の業務執行状況企業会計の業務執行状況
〈病院〉
入院患者数　１０万２６１８人(２２万５２０５人)
外来患者数　１５万４００６人(３３万４８０人）

〈水道〉
有収水量※　７７２万３千�(１５１９万４千�）

〈下水道〉
有収水量※　７２４万６千�(１４１６万７千�)
※水道料金および下水道使用料に対する水量

〈産業廃棄物〉
埋め立て処分量　８万１１６０㌧(１５万２０００㌧)
　うち、がれき類など　　１万４４４７㌧(２万２０００㌧)
　　　廃プラスチック類など　　　２２００㌧(６０００㌧）
　　　土砂　　　　　　6万4513㌧(12万4０００㌧）

（　）内は当初年間予定数（量）

水産加工業の発展に寄与水産加工業の発展に寄与市展委員歴は４６年に市展委員歴は４６年に

島野千恵 島  野  千  恵 子子さ   さ
んん

しま の ち え こ

（７９歳・花園（７９歳・花園５- ５-５- ５-１１５）５）

鍛治不二 鍛  治  不  二 夫夫さ   さ
んん

か じ ふ じ お

（７７歳・長橋（７７歳・長橋５- ３- ３５- ３- ３））
　

平
成
８
年
５
月
に
小
樽
水
産
加
工
組
合
組
合

長
に
就
任
し
、
小
樽
の
基
幹
産
業
で
あ
る
水
産

加
工
業
の
発
展
と
販
路
拡
大
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。
平
成　

年　

月
か
ら
は
、
小
樽

１２

１０

物
産
協
会
会
長
に
就
任
し
、
地
元
産
品
の
販
路

開
拓
な
ど
で
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
で
は
、
副
会
頭
を
は
じ
め
、
商

業
委
員
会
委
員
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、

ま
た
、
平
成
５
〜
７
年
度
に
は
潮
ま
つ
り
実
行

委
員
長
を
務
め
る
な
ど
、
本
市
の
産
業
経
済
の

発
展
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和　

年
に
北
海
道
食
生
活
改
善
協
議
会
設

４６

立
に
参
画
し
、
小
樽
食
生
活
改
善
協
議
会
を
発

足
。
以
来　

年
間
に
わ
た
り
、
よ
り
良
い
食
習

３３

慣
の
定
着
を
目
指
し
、
食
生
活
の
改
善
に
取
り

組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

数
多
く
の
業
績
を
あ
げ
、
市
民
の
健
康
づ
く
り

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
樽
市
男
女
平
等
参
画
推
進
協
議
会

会
長
と
し
て
、
研
修
会
や
視
察
な
ど
の
学
習
活

動
や
会
報
の
発
行
な
ど
、
男
女
平
等
参
画
の
推

進
に
お
い
て
も
ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
名
は
本
間 
一  
郎 
さ
ん
。
昭
和　

年
か
ら
現

い
ち 
ろ
う

３３

在
に
い
た
る
ま
で
、　

年
間
に
わ
た
り
市
展
委

４６

員
を
務
め
、
小
樽
市
の
文
化
振
興
に
寄
与
さ
れ

て
い
ま
す
。
昭
和　

年
か
ら
は
、
現
代
水
墨
画

６０

協
会
理
事
を
務
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

平
成　

年
に
は
市
立
小
樽
美
術
館
に
絵
画

１１

「
北
の
湖
」ほ
か
４
点
を
、
平
成　

年
に
は
交
通

１３

記
念
館
に
絵
画
「
北
の
漁
場
」
ほ
か　

点
を
寄

４７

贈
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
９
年
に
は
郵
政

省（
現
日
本
郵
政
公
社
）か
も
め
ー
る
暑
中
は
が

き
「
エ
ゾ
コ
ザ
ク
ラ
」
を
描
か
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、年
４
回
予
算
・
決
算
の
内
容
や
そ
の
執
行
状
況

市
で
は
、年
４
回
予
算
・
決
算
の
内
容
や
そ
の
執
行
状
況
を
市
民

を
市
民

の
皆
さ
ん
に
公
表
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、平
成

年
度
上
半
期

の
皆
さ
ん
に
公
表
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、平
成　

年
度
上
半
期

１６１６

（
４
月
〜
９
月
）の

（
４
月
〜
９
月
）の
予
算
や
業
務
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら

予
算
や
業
務
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す（
平
成

年
９
月

日
現
在
）。

せ
し
ま
す（
平
成　

年
９
月　

日
現
在
）。

１６１６

３０３０

市有財産市有財産 平
成
平
成　

年
度
予
算

年
度
予
算

１６１６
上
半
期

　

上
半
期（
４
月
〜
９
月
）

（
４
月
〜
９
月
）の
状
況

の
状
況

企
業
会
計

企
業
会
計

　

地
方
公
共
団
体
は
、
利
用
者
か

ら
料
金
を
い
た
だ
い
て
一
つ
の
企

業（
地
方
公
営
企
業
）と
し
て
事
業

を
行
う
こ
と
が
で
き
、こ
の
場
合
、

個
別
に
会
計
を
設
け
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
小
樽
市
で
は
、
病

院
事
業
・
水
道
事
業
・
下
水
道
事

業
・
産
業
廃
棄
物
等
処
分
事
業
の

４
つ
の
会
計
を
設
け
て
い
ま
す
。

上
半
期
に
行
っ
た
主
な
事
業

上
半
期
に
行
っ
た
主
な
事
業

�
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
３
カ
所

増
設
し
、
開
設
時
間
を
午
後
６
時

ま
で
に
延
長
�
菁
園
中
学
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
整
備
�
市
内
小
学
校　
１４

校
を
対
象
に
、
パ
ソ
コ
ン
整
備
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
な
ど
を
実

施
�
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
の
運
営

（
委
託
）�
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
事
業
を
開
始
し
、
子
ど
も
発

達
支
援
室
・
さ
く
ら
学
園
・
こ
と

ば
の
教
室
で
行
わ
れ
て
い
た
障
害

児
療
育
事
業
を
一
本
化
�
勝
納
住

宅
２
号
棟（　

戸
）の
完
工

３５

�
詳
細
は
、
財
政
課
�
�
４
１
１

１
内
線
２
３
１
〜
２
３
４
へ
。

一
般
会
計

一
般
会
計

　

一
般
会
計
は
、
地
方
公
共
団
体

の
基
本
的
な
会
計
で
す
。
特
別
会

計
・
企
業
会
計
で
行
う
事
業
以
外

の
す
べ
て
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
経

理
し
、
福
祉
や
教
育
、
商
工
業
の

振
興
、
道
路
の
整
備
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計

特
別
会
計

　

特
別
会
計
は
、
港
湾
整
備
や
国

民
健
康
保
険
な
ど
、
特
定
の
事
業

を
一
般
会
計
か
ら
切
り
離
し
、
収

支
を
明
確
に
す
る
た
め
に
設
け
ら

れ
た
会
計
で
す
。
小
樽
市
で
は
、

こ
の
ほ
か
に
老
人
保
健
事
業
や
介

護
保
険
事
業
、
融
雪
施
設
設
置
資

金
貸
付
事
業
な
ど
全
部
で　

の
特

１３

別
会
計
を
設
け
て
い
ま
す
。




